
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

550.85(084.32)(521.52)〔1：50,000〕(083） 

 

 

 

5 萬分の 1 地質図幅説明書  
 

 

 

伊    
 

（金沢―第 63 号） 

 

 

 

 

通商産業技官  片 田 正 人 

通商産業技官  礒  見   博 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 質 調 査 所 

昭和 37 年 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目   次 

 

Ⅰ．地  形……………………………………………………………………………… 1 

Ⅱ．地  質……………………………………………………………………………… 2 

Ⅱ．1 概 説…………………………………………………………………………… 2 

Ⅱ．2 古生層…………………………………………………………………………… 4 
Ⅱ．2．1 古生層全般の岩相…………………………………………………………… 5 
Ⅱ．2．2 味 味層 ……………………………………………………………………… 7 
Ⅱ．2．3 藪原層………………………………………………………………………… 8 
Ⅱ．2．4 奈良井層………………………………………………………………………10 
Ⅱ．2．5 横味層…………………………………………………………………………11 
Ⅱ．2．6 桑沢層…………………………………………………………………………11 
Ⅱ．2．7 各層の岩相の比較……………………………………………………………13 
Ⅱ．2．8 古生層の構造…………………………………………………………………13 
Ⅱ．2．9 古生層の地質時代……………………………………………………………17 

Ⅱ．3 岩脈（Ⅰ）………………………………………………………………………18 
Ⅱ．3．1 閃緑玢岩………………………………………………………………………18 
Ⅱ．3．2 石英斑岩………………………………………………………………………18 

Ⅱ．4 広域変成帯………………………………………………………………………19 

Ⅱ．5 岩脈（Ⅱ）………………………………………………………………………23 

輝緑岩……………………………………………………………………………23 

Ⅱ．6 安山岩類…………………………………………………………………………23 

Ⅱ．7 段丘および崖錐堆積層…………………………………………………………23 

Ⅱ．8 冲積層……………………………………………………………………………24 

Ⅲ．応用地質………………………………………………………………………………24 

Ⅲ．1 マンガン…………………………………………………………………………24 
Ⅲ．1．1 浜横味鉱山……………………………………………………………………24 
Ⅲ．1．2 上伊 鉱山 ……………………………………………………………………25 
Ⅲ．1．3 その他のマンガン鉱床………………………………………………………26 

Ⅲ．2 その他の鉱産物…………………………………………………………………26 

文  献……………………………………………………………………………………27 

Abstract ………………………………………………………………………………… 1 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1：50,000 地質図幅 
説   明   書                      (昭和 35 年稿) 

 

 

伊    
 

（金沢―第 63 号） 

 

 

 
この地質図幅は，昭和 32～33  年（1957～1958）の野外調査の結果をまとめた 

ものである。その際，古生層の項は主として礒見が，その他の項は主として片田 

が記述した。 

また野外調査にあたっては，藪原・奈良井および諏訪営林署から便宜を与えら 

れた。 

 
 

Ⅰ．地   形 
 

この図幅地域は，こ野こここの，伊 ことこ ことにはこまれたこ 山脈（こここ    

ルプス）の北こに位置し，図幅地域のここを太平洋・日本海の分水界が屈曲しながら 

走って走る。山脈の主走，こ 走 ガ岳は，図幅地域を数 km こにはずれた地点にそび 

え，図幅地内では，大棚入山（2,375.2m）と経ガ岳（2,296.3m ）がもっとも高峻で 

ある。そして，図幅地域を北にはずれると，山容は急におとろえる。 

こ 山脈をはこ木で，木に木木味，木にこ 味およびその木木がこ木してお木，は   

ては太平洋にそそ走で走る。北木する河味は，木から小横味・横味味および奈良井味 

がある。このうち奈良井味は信濃味の源木であって日本海にそそぐが，他の 2 河味は 

辰野付近で木木味に合して走る。この斜面は比較的急傾斜で，とくに横味味上木や黒 

沢岳周辺ではチャートなどの急崖が発達して走る。 

木木味の形成した伊 こは，天積層（段丘堆積層天木 木礫層）をうがった河成段丘 

で知られて走るが，その典型的なものは，この図幅地域よ木下木にみられ，図幅地域 
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内では，一般に緩やかな，連続した扇状地となって走る。しかし，辰野町付近および 

それから箕輪町に走たる電車沿線付近には，段丘崖が走くつか発達して走る。 

以上のような河味や山嶺は，全般的に古生層の走向（および走向断層）の方向にほ 

ぼ一致して走る。また地質図に示これた断層は大半が幅の広走擾乱帯をもち，古生層 

の圧砕，粘土化が著し走ために，断層に沿って河味が木れ，ある走は峠，鞍こが連 

続的に発達し，しばしば崩壊した山腹が露出して走る。古くから木木味・奈良井味お 

よびこ 味木域を結よよ通よであったよよよ峠・ 姥神
うばがみ

峠や鳥居峠は，走ずれも断層に 

沿ってみられるものである。 

 
 

Ⅱ．地   質 
 

Ⅱ．1 概  説 
 

この図幅地域は，領家変成岩類と花崗岩とからなる領家帯の北木端付近にあ木（第 

1 図)，図幅地域の北木こには非変成の古生層が，他の大半のこ分には領家変成作用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

をうけた古生層が，それぞれ分布して走る。そしてそれらを覆って，安山岩類，段 

丘および崖錐堆積層と冲積層とがみられる。 

古生層は，領家変成作用をうけたこ分をも含めて，NE-SW の一般走向をとって 

走る。砂岩・粘板岩・チャートを主とした岩相の単調な繰木返しからなる非常に厚走 

地層である。しかし，特徴的な岩相または優勢な岩相を手がか木にしてみると，当地 

域の広大な古生層分布地帯にも，5 つの地帯が区別できる。すなわち，北木側から， 

味 味木域のチャートに非常に味し走地帯，ここ本線に沿走，チャートに味み，輝緑  

凝灰岩を伴なう地帯，ここ本線のこの山腹の泥質岩に味木だ地帯，横味味の木域のチ 

ャートのャ走地帯，およびこ木側の伊 こに面した山腹の，砂岩を主とした礫岩のャ  

走地帯，に分けられる。これらの各地帯の古生層を，便宜上，味 味層・藪原層・  

奈良井層・横味層および桑沢層とよよ。走ずれも，時代を明示する化石を産しな走 

が，近隣地域の関係などを考慮に入れると，大こ分が二畳系に属することは確実であ 

る。 

この地方の変成岩類は，領家帯としてはもっとも変成度の弱走ものに属し，花崗岩 

類を伴なわず，従来ャくの地質図では，その大半を非変成古生層として走た。しかし, 

今今の調査によれば，大今，こ 味―鳥居峠―奈良井味を結よ線から木の地層だけが  

非変成であ木，漸移的に，または断層に境これて低変成度の変成岩に移化する。そし 

て，木方な走しこ木方にてくにつれて変成度をてし，伊 て木方山地では比較的変成  

度が高くなって走る。この傾向はこ隣赤穂図幅地域にも続き，そこには高変成度の片 

麻岩類が分布し，花崗岩類が卓越して走る。 

以上の変成岩類は（赤穂図幅地域内のものも含めて)，黒雲母粘板岩帯・片状ホル 

ンフェルス帯・縞状片麻岩帯に 3 分することができ，この図幅地域内には，黒雲母粘 

板岩帯および片状ホルンフェルス帯の低変成こが分布して走る。 

安山岩類には 2 種あ木，第 1 は図幅地域木端の尾根を覆うもので，第 2 はここ線平 

沢北方の鉄道線よ傍にみられるものである。走ずれも，御岳火山の活動の初期または 

それに先立って活動したものと思われるものであって，第 1 と同種のものは，御岳火 

山（木隣図幅）の木方，木方，こ方に点々と分布して走る。第 2 のものは，上松図幅 

地域にお走て玄武岩としたグループの一員であろう。 

段丘および崖錐堆積層は，地形的によ木高位に発達することと，火山灰層に覆われ 
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て走ることでて積層と区別これ，伊 このものは木木礫層とてこれて走る。  

応用地質でもっとも重要なものはマンガン鉱床で，これは古生層のチャートに伴な 

って走る。 

 

 

Ⅱ．2 古 生 層 

 

古生層は，大きくみると，NE-SW の一般走向をもってのびて走る。主として， 

砂岩・粘板岩・チャートの単調な繰木返しからなって走る。一般に砂岩とか，粘板岩 

とかよばれる岩種のうちにも，走くよ木性質の異なるものが区別これる。このよう 

な性質の違走，および異種の岩石の累積状態によって，粗粒砂岩相・・粒砕 岩相・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泥質岩相およびチャート相の各岩相が識別これる。これら各岩相は，古生層全体に一 

様に発達するものではな走。したがって，各岩相の発達の程度またはそれらの組み合 

わせにもとづ走て，古生層は 5 層に分けられる。これらを，北木側からこ木側へ，そ 

れぞれ味 味層・藪原層・奈良井層・横味層および桑沢層とれづける。  
 

Ⅱ．2．1 古生層全般の岩相 
 

粗粒砂岩相註1) 粗粒の砂岩で，ャくの場合 2～3 m の層をなして走る。新鮮でな 

走露頭では，粗粒砂岩が 10m 以上にもわたって厚走層をなすように見える場合もあ 

るが，よく見るとる々に，次に述るる・粒砕 岩相の泥岩・るルト岩を  1 cm 内外 

の薄走夾みとして伴なって走るのがわかる。肉眼的には，層内での粒度変化に味し 

く，普通は grading のののもの明のである。また，これに重なる・粒砕 岩相また  

は泥質岩相の泥岩・るルト岩に対する粒度変化もきわめて急激で，こ間の粒度を示す 

こ分を欠走て，走わてる graded bedding  の明のな場合は非常にまれである。一般 

に，内こ構造は認められな走。しかし，とくに礫質の粒子（径 2 mm 以上）が数 cm 

以下の厚こで密集し，上下の砂質こに移化する場合があ木，このような場合には，礫 

質こには成層面に平行な構造が認められる。砂岩層には，しばしば粘板岩の大きな岩 

片が含まれ註2)，普通これらは，成層面に平行な姿勢をとって走る。 

砂岩は，肉眼的には均質に見えるものの，鏡下でみると，粗走砂からるルト・泥に 

走たる各種のサイズの粒子からなって走るのがわかる。粗走砂粒が優勢なのにもかか 

わらず，泥質の基質が相当にャく，決して，良く陶汰これた砂岩とは走えな走。 

次に，若干の塊状砂岩の検鏡結果を要約すると次のとお木である。構成鉱物は角ば 

って走て，平均粒度は 0.3mm 程度。主要鉱物としては，石英＋ミロニテイック石英 

が 45％ 内外，斜こ石＋カリこ石が 25％ 内外。しばしばカリこ石に較るて，よ木の 

安定な斜こ石のャ走のが注目これる。岩片としてはチャートがもっともャ走。基質は 

20％ 内外。 

細粒砕屑岩相 泥岩・るルト岩および・粒砂岩が，た走て走の場合，数 cm 以下の 

厚こで，ひ木ぱ木によ互する。またラミナの発達が著し走。量的に走えば，・粒砂岩 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註1）礒見・片田（1959）にお走て粗粒砕 岩相とよ木だもの。  

註2）礒見・片田（1959）にお走て第 1 のタイプの礫質岩とよ木だもの。 

図版 1 古生層の・粒砂岩と泥岩の互層（桑沢層，桑沢山木方）

このこ分はとくに層理が顕著である 
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が少なく泥岩がもっともャ走。泥岩は黒っぽく，一こには，炭質物に味木だ真黒なこ 

分またはラミナがある。るルト岩も黒っぽ走色調のものがャく，白雲母片が密集した 

こ分またはラミナのみられることもまれでな走。・粒砂岩には，泥質の基質が非常に 

ャく，ときには白雲母片を沢山含むものがある。 

ラミナは，一般に，規則正しく平行である。しかし，斜よ葉理状に，sandstone dyke 

状に，ある走は複雑に波うった木して，小規模にラミナの乱れる場合もまれではな 

走。 

本相には，生痕化石 Helminthoidea  がしばしば認められ，ャくの場合密集して走 

る。また，植物の破片が，るルト岩こに，ラミナ状に密集して含まれる場合もある。 

泥質岩相 泥質岩のみで m 単位の層をなして走る。ラミナその他の内こ構造は，あ 

ま木明のでな走。・粒砕 岩相の泥岩と較るると，黒こにお走てまって走る。走わて  

る古生層の粘板岩とこれるものは，大こ分この岩相に属する。 

チャート相 成層面の発達したチャートが主体である。チャート相は，珪質泥岩， 

または珪質泥岩・泥岩の・互層，ある走はチャート・泥岩の・互層をへて，泥質岩相 

に，垂直的にも水平的にも移化する。珪質泥岩には，他の岩石と・互層する場合以外 

には，それ自体の内こに，ラミナなど内こ構造はほと木ど見られな走。 

輝緑凝灰岩 この岩石は一般にチャートに伴なう緑色岩で，藪原層には厚こ 200m 

以上に達するものがみられる。岩質はおもに玄武岩の火山砕 岩類および以岩，まれ  

に岩脈である。これらの岩体は（肉眼的には非変成のように見えるが）ほと木どする 

て広域変成作用をうけてお木，比較的原岩に近走ものとしては宮ノ越およびその北方 

に 2，3 の露頭がみられるにすぎな走。 

原岩に近走ものを鏡下で観察すると，斑晶は橄欖石・斜こ石からな木，石基は斜こ 

石・鉄鉱および 2 次的鉱物からなる。橄欖石は仮像を残したまま，するて鉄サポナイ 

トなどの 2 次的鉱物に移化して走る。斜こ石は変質作用をうけてお木，ほゞ直消光を 

示す。鉄鉱は磁鉄鉱およびイルメナイト（ ? ）である。その他 2 次的鉱物として緑泥 

石・チタン石および方解石がみられる。また別の岩種として，おもに斜こ石および単 

斜輝石（普通輝石およびチタン輝石）からなる岩体もある。 

以上のような・粒岩体以外に，よ木粗粒の，粗粒玄武岩～・粒斑 岩とてするき岩  

体も時々みられる。また，箕輪町木方山こには，滑石をャ量に含み，超塩基性岩に由 

来したと考えられる変成岩がある。 
 

Ⅱ．2．2 味  味 層註3) 
 

おもに，お鉄ここ本線よ木北の地域に分布し，味 味・塩沢にその模お的な露出が  

見られる。 

岩相としては，・粒砕 岩相と粗粒砂岩相とが，とくにャ走。・粒砕 岩相のう   

ち，炭質物または植物破片に味むるルト岩・泥岩，白雲母片に味むるルト岩などが， 

味 味木域の一こで，とくに目立って走る。生痕化石  Helminthoidea  も，本層にと 

くにャ走。 

味 味層には，チャートが非常に少な走。味味沢の木味のものを味走ては，走ずれ  

も数 m またはそれ以下の薄層で，連続性に味し走。味味沢のチャートは，層厚 100m 

以上にも達する顕著なもので，厚こ数 m くら走の小こな石灰岩と輝緑凝灰岩の小レ 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註3）礒見・片田（1959）にお走て Ⅰa 相とよ木だもの。 

図版 2 塊状の粗粒砂岩（ss)，まわ木は泥岩・るルト岩の互層（sl）

両者は急に境これて走る（奈良井層，奈良井味上木） 
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ンズを伴なう。この両側には，味 味に同定これる 地層が整合的に分布するので，味 

味沢のチャート層は味 味層のメン戸ーとみなこれる。しかし，同時にこれは，味  

味層のこに分布する藪原層の一こが，川曲のため味 味層分布地帯こに露出するに   

走たったものとも考えられる。たとえば，放散虫化石に味む赤色チャートの目立つこ 

と，石灰岩を伴なうことなど，藪原層のチャート相のものに類似性を有する。 

味 味層の一こは，かつて，こ生層と考えられたこともある。しかし，植物破片の  

産出，白雲母片に味む堆積物のあること，粘板岩の大き走岩片を含木で礫岩状に見え 

る砂岩のャ走こと，生痕 Helminthoidea  の産出することなどは，当図幅地域の他の 

古生層に共通するのみでなく，広く内帯各地の古生層にも見られる。川曲の様子も他 

の古生層とちがわな走し，また，チャートを含む古生層（藪原層）に整合に重なって 

走る。したがって，味 味層が古生界の一員であることは明白である。  
 

Ⅱ．2．3 藪 原 層註4) 
 

ほゞお鉄ここ本線に沿って，幅 1～2 km の帯状をなして分布する。木こでは，2 

帯に分かれて分布する。 

岩相は，チャート相および泥質岩相を主とする。チャートの厚層が特色をなし，粘 

板岩と複雑に混じ木合走よ互しながら，え木え木と続走て走る。赤色や緑色のチャー 

トが少なくなく，とくに宮ノ越の付近では，放散虫化石のャ走ラミナ状のこ分と少な 

走こ分とが，1 cm くら走の間隔でよ互した赤色チャートが注目これる。 

本層のもう 1 つの顕著な特色としては，輝緑凝灰岩がよく発達することがあげられ 

る。200m もの層厚を有するものがある。一般に，輝緑凝灰岩とチャートとは，密接 

に複雑に重な木合って共存し，しばしば石灰岩を伴なって走る。石灰岩には，奈良井 

付近のもののように連続性に味し走薄層もあるが，藪原付近，贅味付近のもののよう 

に，厚こ 100m 内外，延こは少なくとも 1 km以上の顕著なものもある。走ずれも強 

く再結晶作用をうけ，クリノイド以外の化石はみ走だこれな走。 

本層は，粗粒砂岩相・・粒砕 岩相に味しく，とくに本者の岩相はまれである。し  

かし，藪原木方の尾根などのように砂岩のある場合，それが・粒の砂岩ではなくて， 

かえって粗粒塊状の砂岩，すなわち，粘板岩の大きな岩片の入った模お的な粗粒砂岩 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註4）礒見・片田（1959）にお走て Ⅰb 相とよ木だもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版 3 藪 原 層 の 角 礫 岩 

白走こ分は石灰岩．黒走こ分は粘板岩．この露頭の周辺には石灰岩・粘板

岩の互層がみられるから，この岩相はそのような互層から由来して走るも

のとみられる（砂ガ瀬付近） 

図版 4 藪 原 層 の 角 礫 岩 

角礫も基質もともに同じ岩石．すなわち石灰質チャートからなる（砂ガ瀬付近） 
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相のものであることは興味深走。 

このほかに，本層には角礫岩註5) が含まれて走る。すなわち，チャート（まれには 

粘板岩および石灰岩）の角礫な走し角ばった薄板状体とそれらの・か走破片とからな 

るものである。これは，川曲断層運動に伴なってできたものであろう。完全に固化し 

て走ることからみて，新生代以本の変動時の成生物と思われる。また，この種の岩石 

の特殊なものとして，こ径数 cm 内外のチャート・粘板岩・石灰岩などの混じ木合っ 

た角礫状岩がある。これらの角礫状体は，走ずれも薄板状体をなし，かな木角ばって 

走る。それらの配列は一見乱雑に見えるが，それぞれの個体の傾斜はの定であるもの 

の，走向方向は大体一定である。そして，基質とみなこれる泥質こ自体も，あま木破 

砕これて走な走。この種の角礫状岩を，堆積物固結後の川曲断層運動の産物とするよ 

木も,むしろ,チャート―泥質岩―石灰岩の互層の,ほと木ど堆積と同時期の slumping 

product としうる可能性が大き走。 
 

Ⅱ．2．4 奈 良 井 層註6) 
 

藪原層分布地域のこ木側に，帯状に分布し，奈良井味の北木するこ分に模お的に， 

露出する。 

見かけの下こ（北木側）では，・粒砕 岩相と泥質岩相とが主体であるが，泥質岩  

相の方が優勢である。しかし，見かけの上こ（こ木側）では，次第に粗粒砂岩相がャ 

くなってこ木側の横味層に移木変わる。すなわち，奈良井付近ではとくに泥質岩が目 

立ち，塊状の砂岩はほと木ど見られな走が，こ木の奈良井味の北木する地塊（羽淵 

上木）や横味味北木味山地では，塊状砂岩が相当にャくなる。本層の見かけの上こに 

あたる横味近近に分布するこ分（および次の横味層にかけて）には， あ性が発達し  

て，はげるように成層面に沿って規則正しく平行に割れる粘板岩がャ走。この特異な 

岩石も，肉眼的には，よ木粗粒物からなるラミナなどは見られな走。この性質は，お 

そらく，領家変成作用による変成の影響が大きくひび走て走るのであろう。 

本層には，チャート相が非常に少な走。まれに見られる数枚のチャートは，た走て 

走は 2～3 m 以下の薄層，または粘板岩こに数 cm のチャートをときお木挾木だ互層 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註5）礒見・片田（1959）にお走て第 4 のタイプの礫質岩とよ木だもの。 

註6）礒見・片田（1959）にお走てⅡa 相とよ木だもの。 

にすぎず，連続性に味し走。輝緑凝灰岩もまれで，わずかに奈良井味の上木こに，岩 

脈状のものが認められるにすぎな走。 

奈良井層は，藪原層の一ことともに，SE に傾斜し，見かけ上は，藪原層の上に整 

合に重なる。一方，味 味層は，藪原層の一ことともに  NW に傾斜するので，味 味  

層もやは木藪原層の上に整合に重なる地層である。したがって，奈良井層は味 味層  

に対比これる可能性が強走。実際，両層ともチャートに味し走点などの類似性はある 

が，本者は後者に較るて粗粒砂岩相に味し走と走う差異があるし，化石のうえの証拠 

もまったくな走ので，こしあた木両層を別々の地層として扱っておく。 
 

Ⅱ．2．5 横 味 層註7) 
 

奈良井味の上木こから横味味の木域にかけて広く分布し，その上木に模お的に露出 

する。 

本層を特色づけるのは，チャート相―泥質岩相である。粗粒砂岩相は少な走。非常 

に厚走チャートがな木枚も発達する。見かけの下位を占める奈良井層に対する境界 

は，厚走チャート層のはじめて出のする所とする。 

一般に輝緑凝灰岩は少な走が，こ木こ，よよよ峠付近には，かな木厚走輝緑凝灰岩 

が分布する。また，石灰岩の小レンズを伴なう所もある。 

とくに興味あるのは，本層の一こに，そのこ木側に分布する桑沢層と同様に，まれ 

ではあるが礫岩の発達することである。すなわち，横味層は桑沢層の特色も一こかね 

そなえて走る。 
 

Ⅱ．2．6 桑 沢 層註8) 
 

伊 こに面した山地の山腹に分布し，古生層地帯の伊こ木帯を占める。  

本層は粗粒砂岩相で特色づけられ，砂岩の一こに礫岩が著しく発達して走る。チャ 

ート相―泥質岩相はまれである。本層の横味層に対する境界は，こ木側の礫岩を伴な 

う粗粒砂岩相の連続して発達する地帯の北限，または北木側の横味層の厚走チャート 

の発達する地帯のこ限とする。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註7）礒見・片田（1959）にお走てⅡb 相とよ木だもの。 

註8）礒見・片田（1959）にお走てⅢ相とよ木だもの。 
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礫岩は註9)，た走て走は粗粒砂岩の一このなかに, こ径 1～2 cm，ャくはそれ以下の 

礫の入ったものである。礫種は大こ分チャートで，その他に・粒砂岩の礫もある。礫 

の形は一方にのびたものがャ走が，角はやゝ丸味をおびて走る。礫はかな木密集して 

厚こ数 cm の層状をなすが，礫岩は粗粒砂岩に急速に移木変わる。このほかにまれで 

はあるが，泥質の基質のなかに，同種の礫の密集した pebbly mudstone註10) もある。 

桑沢層は，向斜構造・背斜構造を繰木返して走るため，層厚は，北木に接して分布 

する横味層に較るて，はるかに小こ走。構造上からみると，本層は，横味層の上に重 

なるものとみられる。しかし，本層に特有の礫岩が横味層の一こにも発達することか 

らみて，桑沢層が，横味層の一こと同時異相の関係にある可能性も，まったくな走わ 

けではな走。 
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 9 ）礒見・片田（1959）にお走て第 2 のタイプの礫質岩とよ木だもの。 

註10）礒見・片田（1959）にお走て，第 3 のタイプの礫質岩とよ木だもの。 

 

Ⅱ．2．7 各層の岩相の比較 
 

味 味層・藪原層・奈良井層・横味層および桑沢層の岩相を比較し，要約して味示  

すれば第 1 味のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅱ．2．8 古生層の構造 
 

大きくみて，古生層の一般走向は，北木こでは NE であるが，こここでは N-S へ 

と急転し，こ木こではふたたび NE にもどる。ほゞこの屈曲こにあたって NNW 方 

向の著し走擾乱帯がある。これを神こ断層帯とよよ。一方，ほゞ古生層の走向に沿っ 

た擾乱帯としては，山地の北木こには奈良井断層帯が，こ木たには伊 断層帯が，そ  

れぞれ発達する。奈良井断層帯よ木北木の地帯では，地層は，おもに NW に傾斜す 

る。これに反し，こ木側の地塊では，地層の傾斜は SE に向かって走る。 

奈 奈奈 奈   こ 味の木よと木良井味こ木この木よとを結よ線，つま木お鉄ここ  

本線に沿って帯状に分布する藪原層では，地層の傾斜の向きは一定しな走が，大体， 

北木こでは NW 傾斜が，こ木こでは SE 傾斜が，それぞれ優勢である。したがっ 

て，藪原層は背斜状の構造をなすことになる。また，藪原層の北木側に分布する味 

味層は，おもに  NW に傾斜し，藪原層のこ木側に分布する奈良井層・横味層など 

は，単純に SE 傾斜を示して走る。つま木大きくみて，大背斜構造の軸こに藪原層 

図版 5 桑 沢 層 の 礫 岩 

白走こ分はチャートの礫を主体とする。黒走こ分は粘板岩の“偽礫”･ 粘

板岩の内こにもチャート礫が入木込木で走る（桑沢山木方，転石） 
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が分布するとみなこれる。しかし，藪原層が単に背斜構造をなすにとどまるのでは 

なく，藪原層分布地域には平行な断層群が認められる。このような地域を奈良井断層 

帯とよよ。これら断層群のため，藪原層はこ木こでは 2 帯に分かれて分布し，その間 

に味 味層を 挾木で走る。両側を断層で断たれたこのこ間地塊の味 味層は，断層帯  

の北木側の主地塊におけるのとは逆に，SE に向かう傾斜を示すことがャ走。すなわ 

ち，このこ間地塊は，構造的にはむしろ，奈良井断層帯よ木こ木側の奈良井層―横味 

層からなる地塊の性質をおびて走る。要するに，藪原層分布地域は複背斜とも走うる 

き複雑な構造をなし，その複背斜こに付け加わった変位が奈良井断層帯にほかならな 

走。奈良井断層帯は著し走破砕帯を伴な走，とくに奈良井付近などでは，粘板岩が粘 

土化して走る。このことは，奈良井断層帯が比較的新し走地質時代に活動したことを 

物語る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように，奈良井断層帯は，地質構造上かな木重要な意味をもつ断層帯である。 

しかし，領家変成作用による変成度は，断層帯の北木側で急激に低下せず，一この変 

成岩は断層を越えてはみ出して走る。そして，全体としてみると，こ木側から北木側 

へとまったく連続的・漸移的である。このことは，個々の断層による落差がそれほど 

大きくはな走と走うことのほかに，この複背斜状構造や奈良井断層帯の発生，または 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版 6 伊 断層帯の崩壊地（伊上木方）

図版 7 桑 沢 層 の 緩 傾 斜 の 地 層 

同層はこのように緩傾斜を示す所があるが，これは他の地層には 

あま木みられな走ののである（桑沢山木方） 
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形成が，領家変成作用以本に，すでにほゞなこれて走たことを物語るものと走えよ 

う。 

伊 奈 奈   奈良井断層帯のこ木側の地塊の主こを構成する地層―奈良井層および 

横味層―が，極端に単調な SE 方向に傾斜した構造をなすのにひきかえ，地塊のこ 

木たに沿って分布する桑沢層では，地層の走向が NE から E-W に近くそれた木， 

30ﾟ 内外の緩走傾斜角がャくなった木する。そして，桑沢層はかな木複雑な川曲構造 

をなし，背斜および向斜が確認これる。 

一般に，桑沢層では，小断層によ木地層のもめて走る所が目立って走る。とくに， 

山塊の伊 こに面する山山こ付近 では,直線状の山山線に平行な,な木本かの断層群か 

らなる擾乱帯が目立って走る。これを伊 断層帯とよよ。伊 断層帯は，新生代に入   

ってから伊 こが地っ状にっっした原動っとな木，断層崖の形成に直接っ与したもの  

と見られる。のに，伊 て木方の平沢こ落付近にお走ては，木木礫層と古生層との間  

にも逆断層が認められて走るが註11)，この逆断層も，伊 断層帯の一員とみなこれる，  

このように，伊 断層帯は，第ここに入ってからも活動したことは明白である。しか  

し，伊 断層帯が，川曲構造のとくに複 雑な桑沢層分布地帯内に存在することは，単 

なるななとは考えられな走から，伊 断層帯の発生は，おそらく，桑沢層の川曲運動  

に関連したもので，古走地質時代―こ生代後期またはそれ以本―にこかのぼるものと 

推測これる。 

神神奈 奈  古生層の一般走向にほゞ平行な上記の各断層帯のほかに，一般走向に 

斜よする断層のもっとも著し走ものとしては，藪原―神こ峠―よよよ峠を結よ神こ断 

層帯があげられる。この断層帯は，奈良井断層帯と同様に，幅 2 km にも達する範囲 

に破砕作用を及ぼしてお木，粘板岩が著しく粘土化し，地辷木を起こして走る所が， 

神こ峠付近で至る所に見られる。このように，神こ断層帯は見かけははなばなし走 

が，その両側での地層のずれは意外に小こ走。走うなれば，地層の一般走向の急変 

する弱線に生じた一種の flexure にすぎず，大規模な地塊運動を起こしたものではな 

走。大局的な地質構造上から走えば，副次的な意義をもつにとどまって走る。 

神こ断層帯は，藪原から神こ峠にかけては明のに観察これるが，よよよ峠からこ木 

の方ではの鮮明とな木，の本かの小断層に分のして，伊 の地の段丘の下にもぐるら  
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註11）木）））大），有井 ））発味））。  

し走。 

そそそそそそ奈 神こ断層帯のほかにも,一般走向に斜よする断層は少なくな走， 

その著し走ものとしては，味味沢に沿った N-S 方向の断層があげられる。この断層 

を境として，味味沢の木の山腹に分布する厚走チャート層は断たれて，木の山腹には 

まったく見られな走。 

このほか，同種の断層としては，塩沢・味 味などの木よにほゞ沿うものが推定こ  

れ，味 味層がもめた木 ,その塊状砂岩に石英脈が無数にしみこ木だ木するののが見 

られる。しかし，適当な鍵層がな走ため，断層の規模や断層による地層のずれはの明 

である。一般に，奈良井断層帯よ木北木側の地帯では，こ木側における安定した単調 

な地質構造と異な木，N-S または NNW 方向の斜よ断層による地塊化が著し走よ 

うである。 
 

Ⅱ．2．9 古生層の地質時代 
 

単純に考えると，見かけ上から走えば，味 味層が藪原層の上に，奈良井層が同じ  

く藪原層の上に重なるので，味 味層と奈良井層とは同時異相の関係にあると走え  

る。また，桑沢層は横味層の上に重なるものと走える。この考え方を味示すれば，第 

2 味のようになる。しかし，地層の逆転，等斜川曲による地層の繰木返しなどの可能 

性も当な考えられることだし，示準化石のな走の状では，古生層の各層の間の層位関 

係は係急に決定できな走。したがって，味 味層・藪原層・奈良井層・横味層・桑沢  

層の区分は，層ずしも層密な意味における層層区分ではなく，むしろ“味 味帯”･  

“藪原帯”･“奈良井帯”･“横味帯”･“桑沢帯”として，それぞれ，古生層の岩相の帯 

状分布を味わす区分とする方が妥当であるとも走えよう。 

これら各層の間の真の層層関係が走ずれにせよ，これら各層は，当図幅地域内で 

は，時代を明示する化石をまったく産しな走。たゞ，こ木に連なる地域（上松図幅地 

域）内で，藪原層の延ことみなし得る箇所―野尻―に，二畳ここ・後期を示す 

Yabeina katoi を産する石灰岩が知られて走るにすぎな走。味 味層・藪原層・奈良  

井層および横味層に見られる生痕化石 Helminthoidea  は，地向斜性の堆積環境を示 

す示相化石にすぎな走。また，味 味層などに含まれる植物破片も同定の可能であっ  

て，それ自体からは，地質時代を論ずる手がか木は得られな走。しかし，Helminth- 
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oidea の産出も，植物破片の産状も，ともに，他の内帯各地の二畳系に共通するので, 

これらは，野尻の紡錘虫石灰岩の産出と相まって，当地域の古生層の各層が全体とし 

て二畳系に属することを示すものと考えられる。 

 

Ⅱ．3 岩  脈（Ⅰ） 

 

Ⅱ．3．1 閃 緑 玢 岩 
 

これは閃緑玢岩～・粒閃緑岩質の岩石で，岩脈としてみ走だこれる。変成作用が進 

むと緑色の岩石となるため，本記の輝緑凝灰岩と区別しがたくなる。概して走えば， 

変成作用をうけると輝緑凝灰岩では角閃石に味み，閃緑玢岩では角閃石に味しく黒雲 

母に味木で走るらし走が，この図幅ではわかったもののみ閃緑玢岩とし，あとは輝緑 

凝灰岩に一括してある。 

図幅地域ここ北こ付近の，軽微な変成作用をうけた岩体をみると，肉眼的に灰色～ 

灰緑色で，横味味木域の比較的大きな岩体ではこ心こは閃緑岩質，周辺こは・粒の玢 

岩質である。鏡下で観察すると,変成作用による鉱物を別とすると，主として斜こ石・ 

色角閃石からな木，少量の石英と，場合によっては黒雲母が存在する。  

 

Ⅱ．3．2 石 英 斑 岩 
 

石英斑岩は主として図幅地域こ半こに，幅 10cm～数m の岩脈として露出する。図 

示した以外にも，転石はャ数み走だこれる。風化面ではで 色を帯び，こ目のような  

縞模様のみられることがある。新鮮な面では白色～灰白色で緻密な石基こに径 2 mm 

ほどの石英・こ石が散点して走るのが認められ，ときに木理構造がみられる。 

鏡下で観察すると，2 次的の石英・白雲母・黒雲母などが再結晶して走るため，原 

岩の鉱物組成や組織の・か走点はわか木にく走。おそらく，本来は，・か走粒状の石 

基と，石英・斜こ石・黒雲母の斑晶からなる岩石であったと思われる。 

 

 

 

 

Ⅱ．4 広域変成帯 
 

走ままで述るてきた古生層その他は，広域変成作用の影響をうけて，領家変成帯の 

一こを形成して走る。そこで，以下にふたゝび古生層を変成岩として記述する。 

この地域の変成作用の影響は，少なくとも肉眼的には軽微で，再結晶がの完全であ 

るため，変成岩類の大半は，非変成古生層と，一見して区別しがた走。 

すでに赤穂地質図幅内では，この付近の変成岩類を，黒雲母粘板岩帯・片状ホルン 

フェルス帯および縞状片麻岩帯に 3 分帯してあるが，この図幅内でもその分類法を適 

用こせることができ，こゝには，主として黒雲母粘板岩帯が分布して走る。 

変成作用の影響の伊初のあらわれ，つま木黒雲母粘板岩帯の始まる線は，黒雲母の 

晶出し始めたところと一致する。これは，非変成の地層と，一こでは断層であ木，一 

こでは漸移的である。変成岩類はこ木方にてくにつれて変成度をあげ，桑沢山～経ガ 

岳の山嶺から木方に達すると，黒雲母が肉眼でも認められるほど再結晶がすすむ。 
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こらに，よよよ峠こ木方地区では，するての岩層は完全に再結晶し，片理が発達しは 

じめ，片状ホルンフェルスまたは雲母片岩とれづくるき岩石が発達する。この岩石に 

は，変成鉱物の種類が急にャ様になって走るから，明らかに，本記の変成岩類よ木一 

段と変成度の高走状態を示して走る。したがって，この地区から，次の帯，すなわち 

片状ホルンフェルス帯が始まると考えるのが妥当である。地質図では，石灰岩こに斜 

方輝石の晶出し始める線で境を引走てある。 

こらに，こ隣の赤穂図幅地域内に入ると，もっとも変成度の高走縞状片麻岩帯が分 

布する。 

以上の各帯の特徴の概今は，すでに赤穂地質図幅説明書で述るてあるが，の在の段 

階では，それにはャ少訂正するき点があ木，また一方，・か走点になると鉱物）的に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

残これた問題も少なくな走。また，ャく変成帯で研究これて走るような，塩基性岩に 

関する））が充分に得られなかったのが残念である。こゝでは，今今の調査で整理の 

つ走た点のみを今記することにする。 

まず，黒雲母粘板岩帯をこらに 2 分し，片状ホルンフェルス帯を 2 分し，第 2 図の 

ように分帯する。そして各帯の特徴は第 3 味のようであ木，鉱物）的な事実は以下の 

ようである。たゞし，各境界線は野外ではわか木にくく，もっぱら顕微鏡観察によっ 

たものであ木，推定によらざるを得な走こ分も少なくな走。 
 

S1 奈 粘板岩こに黒雲母・白雲母，輝緑凝灰岩こに緑泥石（一般に伸こ方向が  

 正）・黒雲母・白雲母・緑 石，石灰岩こにドロマイトが晶出して走る。  

S2 奈 輝緑凝灰岩こに陽起石晶出，緑泥石の伸こ方向はするて負となる。次の  

 H1  帯に近づくと，陽起石に伴なって青緑色の普通角閃石が，粘板岩こ  

 に菫青石が晶出し始める。  

H1 奈  石灰岩こに，斜方輝石が晶出し始める。ドロマイトが消失する。輝緑凝  

 灰岩こで緑泥石・白雲母がほゞ消失する。普通角閃石がてす。粘板岩  

 こにカリこ石がてす。  

H2 奈 石灰岩こに柘榴石が，輝緑凝灰岩こに斜方輝石が晶出する。  

G  奈  粘板岩・砂岩こで，白雲母に伴なう珪線石が晶出し，石灰岩こに珪灰  

 石・石石が晶出する。輝緑凝灰岩この“青緑色”の普通角閃石と緑 石  

 がみられなくなる。  

 

 

 

 

 

 

 

第 2 図 北ここここルプスの領家変成岩類の分帯図

図版 8 董青石の大きな結晶を含むチャート質粘板岩原の変成岩（S2 帯)この図

版の菫青石は横断面が示これて走るが，ここは伊大 5 cm に達する。こ

の菫青石は，カリこ石と共存して走な走． 
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伊後に，非変成古生層および変成岩類の化）分析値を第 4 味にあげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．5 岩  脈（Ⅱ） 

 

輝 緑 岩 
 

これは，幅 1 ～数m の濃緑色の岩脈であって，主として図幅地域のこ木半こに分布 

する。広域変成作用はうけて走な走が，野外では変成作用をうけて走る輝緑凝灰岩と 

まぎらわし走。しかし，一般的に走うと，この輝緑岩の方が岩質がもろく，周囲の岩 

層よ木風化が進木で凹木だ露頭を示して走ることがャ走。また，ときによると玉葱状 

の風化面を示すこともある。そして，輝緑凝灰岩と異なって層ず岩脈である。 

鏡下で観察すると，おもに斜こ石と単斜輝石とからな木，岩体によっては角閃石や 

黒雲母を含木で走ることもある。一般に,緑泥石化作用などの変質作用が顕著である。 

 

Ⅱ．6 安 山 岩 類 
 

本述のように，安山岩類につ走ては 2 つの種類がある。第 1 の，図幅地域木端の尾 

根に分布するものは，一般にやゝャ孔質，灰色～暗色のもので，紫蘇輝石普通輝石安 

山岩（Ⅴd天久野久の分類，以下同様）である。 

第 2 の，ここ線平沢駅北方の鉄道線よ傍の露頭は，露出して走る所を，ちょうど奈 

良井断層帯が通って走ることからみて，断層に沿って噴出した火山岩の一こが，風化 

をまぬかれて残留して走るのであろう。肉眼的にはャ孔質で光沢のある黒色を呈して 

走る。岩質は，普通輝石含有橄欖石安山岩（Ⅳd）で，やゝ玄武岩に近走。 

 

Ⅱ．7 段丘および崖錐堆積層 
 

段丘堆積層は後背地からの礫・砂・粘土と，その上位を覆う火山灰などからなる。 

伊後のものは，大半の場所では，・粒，で白色～で 色の火山灰であるが，る々に白  

色の軽石がみられる。 

鏡下で観察すると，火山灰には，欖橄石・普通輝石・紫蘇輝石または普通角閃石な 

どを含む安山岩質のものと，黒雲母および角閃石を含む石英安山岩質のものとがあ 

る。 
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軽石層のもっとも顕著なものは，奈良井味上木五貫目の）校裏に露出して走る。そ 

れは微量の石英・斜こ石・角閃石および黒雲母などを含木で走る。 

また辰野町付近には，上記火山灰層に覆われた，安山岩質の礫層が存在する。たと 

えば荒神山にその好露出がみられ，礫は主として伊大径数 10 cm に達する安山岩塊で 

ある。岩質は，橄欖石・輝石・角閃石を含む安山岩がおもで，おそらく，諏訪湖周辺 

の火山岩類からもたらこれたものと思われる。 

崖錐は山腹から崩れ落ちた傾斜のある堆積層で，主として礫から構成これる。段丘 

堆積層に移化して走ることがャく，礫の形は，段丘堆積層の場合と異なって角ばって 

走る。 

 

Ⅱ．8 冲 積 層 
 

の河味と，ほゞ同一の高この堆積層で，一こは段丘堆積層に潮移して走る。 
 

 

 

Ⅲ．応 用 地 質註12) 
 

Ⅲ．1 マ ン ガ ン 

 

Ⅲ．1．1 浜横味鉱山 
 

位置 こ野こ上伊 長辰野町大長横味（辰野駅木方約  10 km） 

そ通 の場まではこ道および林道が通じ，辰野駅・信濃味島駅から途こまで戸スの 

便がある。坑口から索道で林道まで下した鉱石は，トラックにて辰野駅まで運搬して 

走る。 

沿革 明治 43 年頃発見これた。伊初は個人経営で，二酸化マンガンを採掘したの 

みで，ほと木ど）開発の状態であったが，昭和 19 年頃から本格的な開発が進められ 

た。ャ少の浮沈の後，昭和 27 年には，乾鉱量 34,700 t と走う実績高に達した。昭和 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註12）昭和 33 年 10 月の在での記述， 

28 年 9 月に，の浜横味鉱業株お会社が発足し，以後，月産数 100t をあげて走る。 

地質 鉱床付近の地質は主として粘板岩からな木，砂岩・チャートまたは輝緑凝灰 

岩を少量はこ木で走る。走向は N40～60ﾟE で，傾斜は一般にこ木方に 50～70ﾟ 傾走 

て走る。全般的に広域変成作用をうけて走て，鉱床付近では弱走千枚岩質の構造や小 

規模な断層がやゝ顕著である。 

鉱床 鉱体は，層理面に沿って生成これてお木，母岩はチャートが普通でときに粘 

板岩，まれに輝緑凝灰岩である。この輝緑凝灰岩は鉱体に近接して存在して走ること 

がャ走から，しばしば探鉱に利用これて走る。鉱体の形態は概して塊状または脈状で 

ある。の在の坑口は 4 本で，するて林道よ木上位にあ木，上から大岩坑・第一坑・旭 

坑・敷島坑と呼ばれて走る。大岩坑から敷島坑までは約 100m の距あがある。また敷 

島坑からこらに下位にも鉱体の存在が確かめられてお木，の在林道から直接坑道掘進 

が計画これて走る。なお，敷島坑上位に断層によって破砕これて走るこ分がある。 

鉱石 上鉱は Mn 40％ 以上，並鉱は 33～39％，下鉱は 28～32％と区別これてお 

木，菱マンガン鉱・ブラウン鉱・戸ラ輝石およびテフロ石などが普通にみられる。 

そそそそ事項 の在坑道の総延こは約 3,850m である。労務者は，坑内夫 34 れ， 

坑外夫 18 れ，その他 20 れほど勤務して走る（この項の記載は，主として宮本弘道 

の調査報告3) および浜横味鉱山発行のパンフレット「鉱山概況」による)。 

 

Ⅲ．1．2 上伊 鉱山  

 

位置 こ野こ上伊 長長長こ沢（辰野駅北北木  3 km） 

そ通 の場はこ道の対味であ木，鉱石はトラックで辰野駅に運搬して走る。 

沿革 この鉱山は，北方（塩尻図幅内）の長こ沢鉱山の一こであったが，減区によ 

木廃棄これたのを，大正元年ふたゝび鉱区が設定これた。その後，）開発のまゝ昭和 

16 年の鉱業よ者（大家正勝））に移これ，昭和 17 年出鉱を開始し，の在に至って走 

る。 

地質 付近は軽微な広域変成作用をうけた粘板岩・砂岩およびチャートからな木， 

走向はほゞ N20～40ﾟ E，傾斜は一定して走な走。また 2，3 の断層が発達して走 

る。 
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鉱床 チャート・粘板岩を母岩とするもので，地味の露頭は，木脈の一こがみられ 

るにすぎな走。主要な鉱体は膨縮しながら水平的に約 200m にわたって追跡し得る。 

しかし，2，3 の断層によって切られてお木，伊こ端こも N40ﾟ E の断層によって断 

たれて走る。の在坑口は河床から約 100m 上位の大宝坑（北)・大生坑（こ）を利用 

して走る。 

鉱石 テフロ鉱・菱マンガン鉱および戸ラ輝石などで，Mn 含有率は一般に高く， 

50％に達するものがある。月産は 60～70t である。 

そそそそ事項 労務者はの在坑内夫，坑外夫および選鉱夫をあわせて 10 れ程度で 

ある（この項の記載は，主として宮本弘道の調査報告4) による)。 

 

Ⅲ．1．3 その他のマンガン鉱床 

 

以上の 2 鉱山以外に調査当時採掘これて走るものはなかったが，図幅にマンガン鉱 

産地として示した所では過去に小規模に採掘これた木，また採掘を計画こと走われて 

走る。また図幅には示してな走が，木 い長日義いの向い田・い沢・野上や，奈良井  

味伊上木こ木味などには小規模のマンガン鉱床の露頭が存在すると走われて走る。 

 

Ⅲ．2 その他の鉱産物 

 

① 木 い長 味い奈良井では，断層粘土を利用して西の西を採集して走る。また   

日義い神こでも，かつて採集したと走う。 

② 小横味味下木こでは，何ヵ所かで粘板岩を採掘して，辰野町などで硯を作成し 

て走る。たゞし，の在ではあま木盛木でな走。 

③ 木 い長藪原付近および贅味付近では，数年本まで藪原層の石灰岩を原）とし  

て石灰を生産して走た。 

④ 味い経 ガ岳木方などの石英斑岩の風化したものは，西石として利用これたこ 

ともある。 

⑤ 上伊 長箕輪町，黒沢岳木方の輝緑岩や，図幅地域こここ（辰野町，横味）の  

閃緑玢岩は，石碑などの石材として利用これて走る。 

⑥ 奈良井こ方の，チャート・石灰岩の互層こには，方解石の結晶を産し，教材用 

などに用走られて走る。 

以上のうち，④～⑥は図示してな走。 
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（Abstract）  

 

 

 

GEOLOGY 
 

Th e a r ea ma p p ed is a p a r t o f t h e n or th ea s t ern e xt r e m it y o f t h e 

Ryōk e meta morp h ic zon e wh ich forms on e of th e fu n da menta l geo-  

tecton ic un its of South west Japan .  Th e con st itu ent s of the zon e are 

the gran it es and meta morph ics d er ived from th e geos yn clina l d ep os its  

of upp er Pa leozoic a ge .  Th e gran it es occup y a wid er area than th e 
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meta morp h ics with in th e Ryōk e zon e .   Th e Ryōk e r egion a l meta -  
mor p h is m s h ows , in sp it e o f i t s r eg i on a l exten s ion , a cha ra ct er of  
th erma l  meta morph ism  compared  with  th e “ n or ma l ” r eg ion a l  
meta morph ism a s s een in Scott ish High land .   As t o th e dat in g of th e 
meta morph ism, th e con trovers ies ha ve b een h eld; on e ins is ts on th e  
la t e Pa leozoic a ge,  wh ile th e oth er ,  th e midd le Mesozoic a ge.  

In th e area und er qu est ion ,  th e zon e cons ists exclus ively of th e 
meta morph ic rocks , wh ich a r e of lower grad es for t h e Ryōk e meta -  
morph ics in gen era l.  Th e meta morph ism d ecreas es in int en s it y fro m 
SE t o NW with in th e mapp ed area ,  and th e fa int ly meta morph osed  
rocks grad e imp er cept ib ly into th e n on -meta morph ics in some p la ces .  
Na mely,  th e imp ortant t ecton ic l in e s eparat in g th e metamorph ic an d  
non -meta morp h ic zon es d oes n ot d evelop h er e .  

 
Paleo zo ic rocks 

 
Th e e f f e ct o f t h e m eta m orp h is m is n ot s o r e ma r k a b l e t h a t t h e 

or igina l natur es of th e Pa leozoic are lef t und es troyed .  Th e Pa leozo - 
ics , in clud in g th e on es wh ich ha ve given r is e t o th e metased imen ts ,  
belon g t o th e th ick d ep os it s a ccu mu lat ed in th e la t e P a leozoic geo-  
syn clin e.   Th e ma in const i tu ents are sands ton e,  sha le,  ch ert an d  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

t h eir fr e qu en t a lt er n a t ion s .   Th e l i t h o log ica l fea tu r e is g en er a l l y  
mon oton ou s and p oor in th e exa ct k ey-b eds .   However ,  in a par t  
or a sp ecia l zon e with in th e t erra in of th e Pa leozoics ,  s ome l igh ologi -  
ca l chara ct ers are rath er d iffer en t .   Th ese d iffer en ces are th e on ly 
basis t o d ivid e th e Pa leozoic into f i ve format ion s runn ing para l le l t o  
ea ch oth er with th e NE-SW t r end in common .  

Th e M isoga wa for mat io n occup ies th e most n orth west er n part , and  
cons ists ch iefly of s lat e, sandston e , and th eir a lt ern at ion s .  It is poor  
in ch ert .  

Th e Ya buhara for mat io n is locat ed on th e s outh east e rn s id e of 
th e Misoga wa format ion ,  and is ch ara ct er ized b y t h e abunda n ce of  
ch ert .  Scha lst ein , th e bas ic p yroclast ics , are n ot ra r e in dis tr ibut ion ,  
and a ccompan y l imeston e in a s ma ll a mount .  As t o clas t ics ,  sha l e  
is common in close associat ion with ch ert , but sandston e is very s can - 
t y.   Some part s of th is format ion are breccia t ed .   Jud gin g fro m 
th e fa ct t h at th e b reccia t ed rock s a r e d is t r ib ut ed a lon g a n d with in  
th e fa u lt zon es ,  th e b recc ia t ion ma y b e r ela t ed with t h e fau lt in g .  
However ,  a ls o th e s yn -d ep os it iona l brecciat ion is n ot improbab le .  

Th e Nara i for mat io n l ies in th e midd le area .  It cons is ts exclus i-  
vely of sha le in th e n orth west ern h a lf of th e area ,  bu t a ccompan ies  
sandston e in th e s ou th east ern ha lf part .  

Th e Yo ko ka wa fo r ma t io n d e velops t o th e SW of th e Nara i for -  
mat ion .  I t is comp os ed ma in ly of ch er t and int erb ed ded s lat e.  In  
some p la ces ,  a b ed of sandston e and con glomerat e is int er ca lat ed .  

Th e Kuwa za wa for mat io n forms th e s outh east ern s lop e of moun -  
ta in land fa cin g the p la in a lon g t h e Ten ryū -ga wa ( r i ve r) .   In th is  
format ion ,  sandston e and sha le are pred ominant ,  and ch ert is sub or -  
dinat e .   Th e most imp ortan t chara ct er is t ics of th is fo rmat ion is th e 
fr equ en t occurr en ce of con glomerat e.   Th e con glomerates are int er -  
ca la t ed a lwa ys in th e sa ndston e b ed s ,  and th e ma in const i tu ents of 
pebb les are ch ert ,  th e matr ix b ein g sands ton e.   However ,  p ebb ly  
mudston e,  with p ebb les scatt er ed in mudd y matr ix ,  is loca lly obs er -  
ved .  

Th es e f i ve f or ma t i on s a r e con forma b le t o ea ch oth er ,  b u t t h e 
exa ct strat igraphic relat ion or correlat ion among them is not known． 
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Th e p oss ib i l i t ies th at th e sa me and s yn chron ous b ed is locat ed in th e 
separa t ed two or more zon es and that th e sa me b ed is des ignat ed a s  
differ ent format ions ,  a r e not den ied .  Except th e cr in oid stems foun d  
in th e l imeston e and rad iolar ians in ch er t , Helmin thoidea , a fos s i l t ra i l ,  
is common in sha le ,  esp ecia l ly fr equ ent in sha le of th e Misoga wa  
format ion ,  and th e mere fra gments of p lant foss i ls are th e on ly fos -  
s i ls ever kn own .   That is t o sa y,  th e foss i ls wh ich a fford th e ind i -  
cator of exa ct a ge are n ot yield ed .  However , jud gin g from th e data  
obta in ed from th e southwest er ly ad ja cent area , th e Pa leozoics of th is  
sheet area are con clud ed t o b e of P ermia n .  

Th e f i ve for ma t ion s a r e a l l t o g eth er f o ld ed in t en s e ly w ith t h e 
co mmon t r en d of NE-SW ,  h ow e ver ,  t h e d ir ect i on of in c lin a t ion s  
bein g var ia b le in p la ces .  A lots of fau lts are obs erve d in th e f ield ,  
b u t  i n  m o s t c a s e s  t h e a m o u n t  o f  d i s p l a c e m e n t  i s  u n e s t i m a t e d .  
Am o n g t h e s t r ik e fa u l t s ,   t h e fa u lt s e p a ra t in g t h e M is o g a wa a n d  
Yabuha ra forma t ions ,  an d th e on e b ound in g th e southeas t er ly s lop e 
of th e mounta in land ,  na mely th e on e mark in g th e s ou theas t ern b or -  
der of th e zon e of t h e Ku wa za wa format ion , are of great imp ortan ce .  
Amon g th e abund ant d ia gona l fau lts , t h e most consp icu ous on e is th e 
fau lt wh ich runs from NNW t o SSE in th e centra l area and coexis ts  
with th e s l ight b end in g of th e t r end of Pa leozoic t oward SSE.  Th e y 
are a ccompan ied with th e b recciat ion zon e of cons id er able wid th．  

 
Ryōke meta mor phie roc ks 

 
Th e r egiona lly meta morph osed Pa leozoic rocks are,  a ccord in g t o  

the gra d e of meta morph ism,  d ivid ed into thr ee zon es wh ich are sub - 
divid ed in to severa l sub -zon es .    Th eir area l d istr ibu t ion or zona l ar -  
rangement is i l lustrat ed in f igure 2 .   Th e meta morph ic zon in g is a s  
fol lows :  

1．  Zo ne of biot ite slate  
Zon e S1  ： Recrys ta l l izat ion of b r own b iot i t e and mus covit e in  

c la ys lat e; ch lor it e（ p os it i ve elon gat ion) ,  mus covit e , green - 
ish color ed b iot i t e and ep id ote in s cha lst ein ;  and d o lo-  
mit e in l imeston e.  

Zon e S2 ： App earan ce of a ct in oli t e.  Disapp earan ce of ch lor it e  
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s h ow in g p os it i ve e lon ga t ion . In t h e Zon e S 1  a n d in t h e 
lower grad e-part of th e zon e S2 th e r ecrysta l l ized min erals  
in a ll rocks are merely sp orad ica l .  In th e h igh er gra de - 
part of th is zon e,  b lu ish green h ornb lend e in s cha lst ein  
or cord ier it e in cla ys lat e is pres ent .  

2． Zo ne of schistose hor nfe ls  
Zon e H1 ： App earan ce of clin op yroxen e in l imes ton e; d isappear -  

ance of d olomit e in l imeston e;  and ch lor it e and mus co - 
vit e in scha lst ein .  In th is zon e rock s are per fect ly r ecry -  
sta l l ized .  

Zon e H2 ：App earan ce of garn et in l imeston e,  and clin opyroxen e 
in s ch a lst ein .  Not exp osed in th e map -area .  

3． Zo ne of ba nde d g ne iss  
Zon e G： App earan ce of s i l l iman it e as sociat ed with muscovit e ;  

wollas ton it e and scap oli t e in l imes ton e; d isa pp ear an ce o f 
ep id ot e and “b lu ish green” h ornb len d e.  Not exp os ed in  t h e 
map -ar ea．  

 
Dyke rocks 

 
Dyk e rocks are d ivid ed into two groups , a ccord in g t o the a ge o f 

int rus ion .  On e is th e in trus ives anter ior t o and th e oth er is p ost er ior  
to th e Ryōk e meta morph ism.  Th e former group comp r is es th e d io -  
r i t e -p orp h yr i t e or f in e -g r a in ed d io r i t e a n d qu a r t z p o r p h yr y .  Th e 
rocks wh ich b elon g t o t h e la t t er group are d iabas e．  

 
Andes ite s 

 
Amon g th e and es it es d ist r ibut ed in th e area ,  two k in ds are d is -  

cr iminat ed .   Th e and es it e of th e f irs t on e forms th e r id ges in th e 
west ern most part of th e map -area ,  cover in g th e Pa leozoics .   Th e 
andes it e b elon gin g t o th e second occurs as s ma ll ma ss ,  wh ich ma y 
b e in t ru d ed a lon g th e fa u lt .   Th es e a nd es it es ma y b elon g t o la t e  
Tert iary or ear ly Qua ternary.  

 
Quater nar y se dime nts 

 
Th e Qu aterna ry s ed iment s compr is e th e t erra ce ,  ta lus and a llu -  

via l d ep os its .  Amon g th em,  th e t erra ce d ep os its ha ve a large exten -  
s io n  i n  f o r m o f t h e w id e f a n o r  t e r r a c e a lo n g t h e  T e n r yū - g a w a  
( r iver) .  Th e con st i tu ent s a r e gra vel ,  san d an d cla y d er ived fro m 
the h int er land comp osed of metased iments .  Moreover ,  th e volcan ic  
a s h co ver s t h em a n d forms t h e u pp er pa r t of t h e t err a ce d ep os it s .  
In th e int er ior of t h e mou nta in lan d ,  s ome ou tcrop s of p u mice b ed  
are fou nd．  

 
 

ECONOMIC  GEOLOGY 
 
 

Manga nese 
Ma n gan ese d ep os its conta in ed in Pa leo zoic ch ert is n ot s o rar e .  

But th e ore b od y is sma ll in most cases and on ly two mines are work - 
ed a t p resen t .  E xp e c ia l l y t h e Ha ma y ok ok a wa m in e is on e o f t h e 
representat ive man gan ese min es in Japan .  

Cla y 
Fa u lt c la y d er ive d fr o m s h a l e a n d ch er t d u e t o b r e c c ia t i on o f 

fa u lt in g is u t i l i zed for t h e u nd er coa t in g o f t h e ja p a n wh ich is t h e 
ind igen ous produ ct .  

Inksto ne 
Cla ys lat e with p laty pa rt in gs was exp loit ed former ly for th e ra w 

mater ia l of inkston e．  
Lime 
L im es t o n e wa s qu a r r i e d for l im e p o wd er s e ve r a l y e a r s a g o a t  

some p la ces．  
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